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ア
ド
バ
ン
理
研
（
辻
弥
壽
彦
社

長
）
は
小
型
圧
縮
機
内
蔵
型
窒
素

Ｐ
Ｓ
Ａ
を
Ｓ
Ｌ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
４
月
か
ら
発
売
を
開
始
し
た
。

　
未
来
志
向
の
技
術
で
同
等
機
種

で
あ
る
Ｔ
Ｎ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
に
比
べ

装
置
容
積
比
で
34
％
減
（
表
扉
の

表
面
積
比
34
％
減
、
床
面
積
比

20
％
減
）、
発
生
量
は
各
純
度
で

10
～
15
％
増
加
し
た
。

　
従
来
製
品
と
の
大
き
な
違
い
は

内
蔵
機
器
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
く
し
た
点
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
機
器
を
装
置

全
体
に
配
置
し
て
い
た
た
め
、
部

品
交
換
時
は
側
面
や
背
面
を
開
け

る
必
要
が
あ
っ
た
。
新
製
品
は
圧

縮
機
部
・
Ｐ
Ｓ
Ａ
部
を
ユ
ニ
ッ
ト

化
し
た
こ
と
で
、
表
扉
を
開
け
る
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縮
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Ｓ
Ａ
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新
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売

　
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
テ
ヌ
ー
ト

（
藤
原
慶
太
社
長
）
が
展
開
す
る

農
園
向
け
の
炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用

装
置
が
、
農
水
省
「
第
２
回
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
設
置
コ
ス
ト
低
減
に

資
す
る
技
術
」
に
採
択
さ
れ
た
。

　
農
水
省
は
日
本
の
農
業
競
争
力

強
化
の
た
め
、
２
０
１
９
年
度
ま

で
に
農
業
用
ハ
ウ
ス
本
体
や
内
部

設
備
の
設
置
コ
ス
ト
を
現
状
よ
り

 

テ
ヌ
ー
ト

炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
装
置
が
農

水
省
推
薦
の
低
コ
ス
ト
化
技
術

に
認
定

３
割
低
減
で
き
る
技
術
の
確
立
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
第
１
回
は
ハ
ウ
ス
本
体
、
第
２

回
は
内
部
設
備
を
中
心
に
技
術
提

案
を
募
り
、
実
証
段
階
の
も
の
を

含
め
前
者
で
13
件
、
後
者
で
10
件

を
「
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
設
置
コ
ス

ト
低
減
に
資
す
る
技
術
」
と
し
て

認
定
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

　
テ
ヌ
ー
ト
が
認
定
を
受
け
た
の

は
、炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
装
置『
ブ

レ
ス
』
と
、
同
製
品
の
機
能
に
加

え
液
肥
の
pH
調
整
や
換
気
シ
ス
テ

ム
も
制
御
で
き
る
上
位
機
種
『
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
』、
お
よ
び
両
製
品

で
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
ス
マ
ホ
等

の
端
末
で
確
認
で
き
る
監
視
シ
ス

テ
ム
『
ス
フ
マ
ー
ト
』
の
３
点
。

湿
度
や
炭
酸
ガ
ス
濃
度
と
い
っ
た

計
測
対
象
ご
と
、
エ
リ
ア
ご
と
に

セ
ン
サ
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
、

１
つ
の
制
御
盤
で
複
数
ハ
ウ
ス
の

環
境
制
御
が
可
能
な
点
、『
ブ
レ

ス
』
か
ら
『
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
』
へ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
セ
ン
サ

の
増
量
と
い
っ
た
追
加
投
資
を
低

コ
ス
ト
で
実
現
で
き
る
点
等
が
評

価
さ
れ
た
。

　
藤
原
社
長
は
「『
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
』
は
今
年
２
月
に
正
式
販
売

を
開
始
し
た
ば
か
り
だ
が
、『
ブ

レ
ス
』
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
早
く
も
多

く
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
依
頼
が

来
て
お
り
、
今
年
度
末
に
は
２
機

種
合
わ
せ
累
計
納
入
件
数
１
０
０

　
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー
カ
ー
の
ヒ
ラ
カ

ワ
（
大
阪
市
北
区
、
平
川
晋
一
社

長
）
は
、
ろ
過
配
管
上
に
直
接
施

工
可
能
な
人
工
炭
酸
泉
製
造
装
置

『
炭
酸
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
』

を
16
年
夏
に
発
売
、
ポ
ン
プ
を
内

蔵
し
た
従
来
型
と
比
べ
省
ス
ペ
ー

ス
化
、
運
転
コ
ス
ト
低
減
を
実
現

し
、
実
績
に
繋
げ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
人
工

炭
酸
泉
製
造
装
置
は
、
ろ
過
循
環

路
か
ら
分
岐
さ
せ
た
配
管
上
で
温

水
を
取
り
込
み
炭
酸
ガ
ス
を
溶
解

さ
せ
る
仕
組
み
で
、
炭
酸
泉
と

な
っ
た
温
水
を
再
び
浴
槽
へ
送
り

込
む
た
め
、
装
置
内
に
内
蔵
ポ
ン

プ
が
必
要
と
な
る
。
10
㎥
程
度
の

 
ヒ
ラ
カ
ワ

ポ
ン
プ
レ
ス
の
人
工
炭
酸
泉
製

造
装
置
、
省
ス
ペ
ー
ス
・
低
コ

ス
ト
化
を
実
現

炭酸ライン導入例

炭
酸
風
呂
を
運
用
す
る
場
合
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
約

１
㎡
の
設
置
場
所
を
要
す
る
た

め
、
既
存
施
設
に
追
加
的
に
人
工

炭
酸
泉
製
造
装
置
を
導
入
す
る
場

合
、
入
り
組
ん
だ
機
械
室
内
に
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　
同
社
の
炭
酸
ラ
イ
ン
は
、
ろ
過

器
‐
浴
槽
間
の
配
管
上
に
直
接
設

置
す
る
パ
イ
プ
型
で
、
ろ
過
循
環

路
上
を
流
れ
る
温
水
に
炭
酸
ガ
ス

を
直
噴
す
る
方
式
だ
。
ポ
ン
プ
を

使
わ
ず
に
装
置
自
体
の
小
型
化
を

実
現
し
た
他
、
ポ
ン
プ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
や
動
力
（
電
力
）
が

不
要
と
な
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

低
減
に
繋
が
っ
た
。
1.5 

kW
の
ポ

ン
プ
を
内
蔵
し
た
人
工
炭
酸
泉
製

造
装
置
を
一
日
15
時
間
、
一
ヶ
月

30
日
の
運
転
、
電
力
料
金
を
12
円

／
kwh
と
し
た
場
合
、
年
間
約
10
万

円
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
い

う
。

　『
炭
酸
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
』

は
浴
槽
の
容
量
別
に
３
製
品
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
、
浴
槽
に

お
け
る
炭
酸
ガ
ス
溶
解
効
率
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
し
て
い
る
。
ガ

ス
供
給
方
法
は
シ
リ
ン
ダ
ー
が
一

般
的
だ
が
、
炭
酸
ガ
ス
消
費
量
が

多
い
施
設
で
は
バ
ル
ク
で
供
給
す

る
こ
と
も
あ
る
。

　
人
工
炭
酸
泉
は
ス
ー
パ
ー
銭
湯

な
ど
の
温
浴
施
設
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
、
ホ
テ
ル
の
大
浴
場
な

ど
で
幅
広
く
普
及
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
と
っ
て
は
今
や
炭

酸
泉
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
同
社
の

植
田
文
幸
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
次
長
は
「
炭

酸
風
呂
を
持
た
な
い
既
存
の
施
設

で
は
、
競
争
力
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
現
実
も
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス

や
費
用
の
問
題
で
導
入
が
難
し

か
っ
た
施
設
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
拡

販
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
現
在
は
同
社
の
滋
賀
事
業
所
内

に
デ
モ
機
を
設
置
し
て
、
皮
膚
へ

の
泡
づ
き
を
実
際
に
体
験
で
き
る

機
会
を
提
供
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

ま
た
、
納
入
数
増
加
に
伴
い
各
地

で
炭
酸
ラ
イ
ン
の
効
果
を
体
感
で

き
る
温
浴
施
設
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
。

０
件
に
到
達
し
た
い
。
１
件
あ
た

り
の
装
置
規
模
が
大
型
化
し
て
お

り
、
売
上
ベ
ー
ス
で
は
前
期
比
３

倍
を
見
通
し
て
い
る
。
特
に
今
後

は
、
同
様
な
環
境
制
御
機
器
類
が

多
様
化
す
る
中
、
栽
培
方
法
に

沿
っ
た
効
率
的
な
機
器
の
真
価
が

問
わ
れ
る
た
め
、
今
回
公
的
な
お

墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
信

頼
性
も
武
器
に
、
さ
ら
に
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
」
と
意
気

込
む
。


